


 2017年度当期利益：3,085億円（前期⽐：＋1,376億円）
 2011年度の2,507億円を上回る過去最⾼益

 基礎収益：3,237億円（前期⽐：＋971億円）
 資源ビジネス：⼤幅に増益

・価格上昇の影響 等
（ボリビア銀・亜鉛・鉛事業や南アフリカ鉄鉱⽯事業が堅調）

 鋼管事業：収益改善
・⽶国でリグカウントの緩やかな増加

 その他⾮資源ビジネス：増益
・リース事業や建機事業、メディア・⽣活関連の国内主要事業会社や
不動産事業などのコアビジネスが堅調に推移

・電⼒EPC案件の建設進捗
 ⼀過性損益：前期⽐ 約+690億円
 前期：約△460億円

・ シエラゴルダ銅・モリブデン事業の減損損失など
 当期：約+230億円

・ 第4四半期にインドネシア商業銀⾏への投資にかかる減損損失（△151億円）
があった⼀⽅、⽶国税制改正や資産⼊替に伴う⼀過性利益あり



【セグメント毎の当期利益】

 全てのセグメントで前期⽐増益
 コアビジネスが堅調に推移



【キャッシュ・フロー実績】
 2017年度フリーキャッシュ・フロー：1,395億円のキャッシュ・イン
 基礎収益キャッシュ・フロー：+2,739億円

・コアビジネスが着実にキャッシュを創出
 資産⼊替：+約1,800億円
 その他の資⾦移動：約△1,500億円

・ビジネス伸⻑に伴う運転資⾦増
 投融資実⾏：約△2,800億円

・⽶国ジェネリック製薬事業やブラジル⽔事業への参画など

【財政状態】
 総資産：7兆7,706億円（前期末⽐+88億円）
 前期末からほぼ横ばい：営業債権や棚卸資産などの増加の

⼀⽅、円⾼による資産減少の影響あり
 株主資本：2兆5,582億円（前期末⽐+1,917億円）
 主に当期利益の積み上げによる増加



【2017年度配当について】

 年間配当⾦：1株当たり62円を予定
 当期利益3,085億円に対し連結配当性向25％を適⽤

 期末配当⾦：34円（中間配当⾦は28円）



【BBBO2017（当期利益/基礎収益）】

 当初計画：
2017年度当期利益及び基礎収益ともに3,000億円以上

 稼ぐ⼒は着実に伸⻑
⇒⾜下の基礎収益は四半期で800億円を超える⽔準



【BBBO2017 （キャッシュ・フロー）】

 配当後フリーキャッシュ・フロー（3年合計）：+6,300億円
 財務健全性を確保すべく、稼いだキャッシュの範囲内で

投資と配当を実⾏
⇒配当後フリーキャッシュ・フローは計画値を上回る
 配当後フリーキャッシュ・フローを有利⼦負債返済に充当

 基礎収益キャッシュ・フロー（3年合計）：+6,900億円
 単年毎でもキャッシュベースでの稼ぐ⼒は着実に伸⻑



【BBBO2017（主要経営指標）】

（2015年3⽉末から3年間の増減）
 ネットDER:1.0倍（0.4ポイント改善）
 株主資本：約+800億円

・ 利益の積み上げ等
ネット有利⼦負債：約△1兆円

・ 配当後フリーキャッシュ・フロー約6,300億円を返済に充当
 コア・リスクバッファーとリスクアセットのバランス：回復
 資産削減によるリスクアセットの減少や、利益の積み上げなどにより、

2017年度末でバランスを回復
（cf：2015年3⽉末時点 △1,400億円の超過）

 収益性指標は当初計画を上回る⽔準に改善
ROA4％、ROE12.5％（2017年度実績）



【BBBO2017（経営改⾰の推進）】

 ガバナンス及び意思決定プロセスの⾒直しと、
リスク管理の抜本的⾒直し・強化について各取り組みを実施

 引き続きより良い経営体制の構築に取り組む



 2018年度当期利益⾒通し：3,200億円（前期⽐+115億円）
 ⼀過性損益

・ 2017年度：約+230億円
・ 2018年度：計画なし

⇒ ⼀過性を除く業績：前期⽐ 約+350億円

 セグメント別 2018年度通期予想の概要
増益予想：⾦属事業部⾨

輸送機・建機事業部⾨
インフラ事業部⾨
⽣活・不動産事業部⾨

減益予想：メディア・ICT事業部⾨
資源化学品事業部⾨



 2018年度基礎収益⾒通し：3,400億円（前期⽐+163億円）

 資源ビジネス：650億円（前期⽐△105億円）
前期⼀過性利益の反動減など
資源価格の⼤幅な変動は想定していない

 鋼管事業：100億円（前期⽐+53億円）
⽶国リグカウントが引き続き堅調に推移し、北⽶ビジネスの緩やかな

回復を⾒込む

 その他の⾮資源ビジネス：2,650億円（前期⽐+215億円）
電⼒EPC案件や不動産事業など、各部⾨の主要ビジネスが

底堅く推移する⾒込み
















